
Ⅶ－3．固体光物性グループ  

教揮  福音 博亡  

助手  東山 和幸、 大久保 重昭  

大字晩生 12 名  

【l】光電子分光法による酵素囁鳶金庶表面の研究偶谷．東山）   

Hiの（110）表面に0を暇志させると、吸着圭1／2、2／コMLでp（2xl）、P 臼xl）表面超格子  

髄となろ。6TMによ各研究から．（001）方向にNiと0が直接附こ配列した鳳h柑i叩－rOVモデル  

が馳唱されていろ．農産分解光t子分光hRロPS）測定により求めた0に由来する表面状態のバンド分散  

を測定した。P（2xl）表面電子状態の研究は附こ他のグループの研究かある机 p 臼xl）は本研究か  

初めてである．p（3xl）表面では2別のNi－○績か隣り合って点り、P（2Ⅹ1）表面と異なり、  

拉10）方向の分散か簡潔された。下地のHi膚の弛果をとりいれたLCAO計算で最適化することによ  

りし Ni－0、0－0問の原子間相互作用を定王的に求め、実験結果を再現することができた．更に醒棄  

吸着量を増加させると再びp（2xl）表面が生成される．この新しいp（2xl）表面は1／2日Lで生成さ  

れるp く2xl）表面と一致す与ことをAR甘摘－ⅩPSで帯電した．これ甘酸素吸着量の増加眠伴い表面が不  

安引こなろことを示喋して興晴疎い結果である。（竿位論文l．講演り   

Å9（110）表面に酸素を吸着させると、0の頓着圭の増加に従い、P（nTl）（∩＝5－2）表面か  

鰊蹄吸着主に応じて生成される．N j（110）－0と同様に、（001）方向のA9－0鍋の形成がS丁目  

で駄寮されている．A9－0鏑間の相互作用の鍬問距離俵存性をA折田で明らかにする実験を始めた．清  

浄なA9（11可表面は（い1）表面積連である机一方蒲浄なPt（118）表面は鞘成したtlx2）  

表面積獲である．表面エネルギー計井から、雨寺の息‡非常にわずかであることが示され、畷鳶エネルギー  

のゲインによってはflx2）表面精通とな古可能性ガ滞積されている。我々は、醇妻囁着によりp†2ズ  

1）とp（1x2）の両方の表面を吸薫時の表面温度を変えることに上り生成することができることを九しl  

だした。興味深いことは、p（1よ2）表面ではA9－0績の方向か（001）ではなく、それと90座の  

（110）であることであ与．このことはAR即Sで確認した。   

その娃机高濃度近藤地質C8B6の電子状態について、単括鳥を用いた光t子分光速による研究を高  

エネルギー研究所放射光施設で行った．高分解能謝定奄軌、、スピン軌道相互作用で分裂した状態に1f  

モ子か励起された状態を観凛す与ことができた．（1川）表面準位毛織潰し、4f成分を含むことを明ら  

かにした．（学位論文5．講演12）  

【2】STMによる金属、半導体表面の研究（兼山．範I   

Pd（11ロト（1xII清浄表面にC事を吸着させると、（1x2）再柵或構連となも（1xl）請沖表面、  

（1x封－C事表面の鮮明なSTM原子♯を縛ることに初めて成功した．（1x2）－C智表面は（110〉方  

向カPd板子利か一列おきに消失した表面積造であることが明ちかにされた。Pd（110）表面に絆兼を  
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頓着させると（1x2】輔溝となり．（110）方向のPd－0ジグサケ鍋が生成されること車既に明ちかに  

している。（1Ⅹ2IC奪の初期頓着過程のSTM観察から、0およぴC事畷露による（lx2）再輯成の  

メカニズムは吸着エネルギーのゲインであると結論した。（学位論文l．講演ち．11）   

Go／Si（00りヘテロ・エピタキシャル成長過程のST肌観察を行った。高温吸着（≧30DO c）  

では、表面憤適は（2xl）対称タイマーから亡（2x41＋p（2x2）非対称タイマーへ変化することを明  

らかにした（園春照〉。成長はG81原子層までは尭全に2次元的である。既に報告されているオージ王  

領手回折法の結果を考慮すると、これは¢eとSiが置換していること老示している。薫温初期吸着では  

¢●は不均質に成長することを初めて見いだした。Goの増加とともに成長様式ガ不均賞績拭かち均貧島  

状へ射ヒすることが判明した．（学位背丈2）  

Large・SCaJeSTMimageofannealedGelSi（OOll  
¢I三OH33㊥か250Ax．150A，・1月V，0．1nA  

P†2x2I釦ru亡tu帽   C押X判＄tru亡tu帽  



‡31スピン・鼻徒分離光t子骨光および内殻吸収融気円二色性分光によ寺嶋世金凰多層＃、合金．の  

研究   

場囁収穫のエネルギーは庸子に梅毒であり、磁気円＝色性分光速を岨み合わせることにより、馳金  

属L蔓礪横．合金のt子】脚数磁性に射す与軌道、スピン鼻連動圭の寄与などを知与ことができる。高エ  

ネル一概学研究所放射光施設で、局在離性から遍歴擦性まで多彩な牲＃竜示す遷移金属カルコゲナイト  

持oS2，F●S2など）の亡0．Fo－L．川内轍吸収職気円二島性分光による研究を行った。この  

手法を、巨大駐気抵抗効鷹を示す磁性薄欄価簡嘆にもi用した。（講漬2、8、丁、日   

東大物性研との共間研究としてスピン・農産分♯光t子分光速によ軋敵性研究が本年度も行われた。特  

に Ni，Fo掘■表面に0，Sを囁薫させた轟の表面馳研究を待った。（i文l、之、5、6、丁、  

10、†l．講演3、10‡   

その他、アルかノハライド励屯子の磁気円二負性スペクトルの測定．♯析を行い、応力弛果の研究でえ  

ちれている結論電支持す古結果を得た。（学位i文4、杜講l）  
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＜学位論文＞  

l．江上明宏；定量トンネル躊榊によるPd（H申請沖表面および亡き輔表面の研究   

笥渡大攣大寧韓博士過程 物理苧環実科♯士論文1995年2月  

2．♯井克也；走暮トンネル棚によろ¢○′さi（1珊ヘテロエピタキシャル成長過程匂観翳   

筑波大学大学醜博士過程 脚研究科膿士鶴文1g95年2月  

ヨ．鈴木ー司；鼻度分♯光t子分光誌によ剖馳輌出い＝ 川㊥表面の研究   

筑漬大字夫芋誌博士過程 蠣学研究科修士論文1995年Z月  

l．Jtl辺博之；アルカリハライド触手の磁気円二島性   

筑濃大学大澤積傭士過程 理工学研究科書士半文19g5年2月  

5．庫訳あゆみ；光t子分光漬によるR86 tR－L●．Cり半鰯鼻のt手枕態の研駕   

筑波夫芋大挙醜憾士過程理工学研究科傭士犠文1995年2月  
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＜譲溝＞  

1．川辺博之、小出常疇．設楽哲乗、宮内洋司、中島伸夫、編著博亡、飯尾♯矩；アルカリハライド   

励起子の擬気円＝色性1日本放射光学会（1田b匂′1辺  

ヱ．宮内拝軋小出常晴、牡豪育夫、山口克彦、藤森淳、中島伸夫、川辺博之、柵．福音博亡；   

CoG2のCoM23囁収穫磁気円＝色性 日本糟曖学舎（l組抽嘲  
3．′jl辞書太し島田千也、藤井耗、仙洞田剛士．斉藤佑司、木下豊彦」柿崎嘲人、石井武比盲．松本   

佑司、竹広珊、福香博亡、田中専一；亡（2x2）昏／Fe い叫者面のスピン・角度分♯光   

t子分光Hi斗蕎■温度依存スピン分♯光電子分光 日本物理学垂（1泊1ノ研1  

l．鈴木ー司、郡司善夫、栗山和幸、福音博亡；Ni（HI脚兼表面の角度分欄粥膚子分光   

日本物理学垂（1羽車句／旬  

5．江上明宏．兼山和幸、八木ー寿．海谷博亡； Fd（‖中の常温STM：清浄11Ⅹl）、C一   

晩鳶（lx2）表面 日本軸酔婁り脚‡  

G．宮内捧司、小出鞘、投薫育尭．山口克鼠藤森淳．中島伸夫」月I辺博之、飯帥矩、福音博亡：  
Co写2の亡oM2媚収購気円二鳥性 8本牧射光学会（1弼′1／川  

了．宮内洋司、小出鞘、笹豪哲夫、山口克春、毒森薄、中島傭兵、Jll辺博之．鯨尾■矩、官台勲乱   

福香博亡：C¢S2のCoし＝頓服積礎原円＝色性 日本輪理学舎（1鮒間  

8．中島仲島 小出軸．設楽哲夫、Ill辺博之、宮内洋司∴穣香博亡、獅淳．棚、片山利一、   
締＊載茂；Co／Pt多層饅の内報吸収蝿気円＝色牲Ⅰ 日本軸理事会い開脚嘲  

乱 山口克春，掛小出常輪、設楽哲夫、編著博仁王績t軋笠春光第、挿沓忠t；内観収ス   

ペクトルの♯＝色性および筍債円二色性かち見たCoRhきB2の弓子状態 日本脚重り師   

／∽餌  

IP．小野先太、脚士、鳥珊也ト＃井♯」柿崎嘲人、鳩首博亡．石井嚢比盲、田中康一：  

Ni（11中一0囁暮兼のt子状龍と磁性  日商物理寧舎（1醐1）  

1l．兼山和幸、江上明宏、福音博亡； Pd 川均¢常温＄TM l：tipによ与Pd簾輪の蠣   

離  日本紙学会り醐申  

12．康訳あゆみ、福脊博亡、柿崎嘲人、石井武比良山田みつき、壕井疇；RB6（1叫（R－L■．   

Coき尊顔■の光t子分光 巳諦輪理学会†1醐咄  
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【ヰ】 磁気共鳴による物性研究   

（1）ラマン過程による核スピン緩和（論文1、講演1、2）   

AIBr3 の台】Br核 について核四垂極共鳴（ⅣQR）の緩和時間T】の温度依存性を調べ、ラマン  

過程による緩和の理論を使って解析し、デパイ温度βDと結合の共有性入を決定した（図1、表  

1）。共有性は共鳴周波数からも独立に決定することができ、表中fで表されている。今まで  

調べられた化合物と比較するとAIBr3 においてはAと fの一致が良くない。デパイ温度が低  

い場合、ヂバイ・モデルと実際のフォノン・スペクトルとの違いが強調されるためと考えられ  

る。AIBr3 の27Al核のM膵のTlに続いて、SbCl3 の121sb核のNQRのTlについても温  

度依存性を謂べ（囲2）解析を行っているが、これらの核は35・37cl核や79・合王Br核と異な  

りスピンが3／2 より大きいので緩和が複数のTlに支配される上、複数の原子と結合している  

ので扱いは非常に面倒である。  
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（2）グラファイト層間化合物（GIC）の・m描   

AIBr3－GICを新たに合成し、27Al核のNMR線幅や緩和時間の試料依存性を調べ、2つの相  

が共存することを明らかにした。  

（3）アルカリ金属フラーレン超伝導の¶MR による研究   

Rb3C68 を合成L】3cと台7RbのⅣMR信号の観測に成功した。  

（4）遷移金属ハライドにおける電場勾配 （論文2）   

遷移金属化合物には金属原子を中心とする八面体構造をもつものが多い。筆者はかつてこれ  

らにおける打結合に関するd£ 軌道間の競合を考慮した電場勾配（EFG）の理論を提出Lた0  

それによれば八面体の3種類の位置ax王aユ、eqUatOrial、bridgi閥における方結合の強さは  

打e。〉花∈け 〉〉打br－0で、対応してNqRの結合定数e2Qqの温度係数も同じ順に並び、原子  

間距離はd。。くdax 〈くdbr である。この結果は既にいくつかのグループによってNQR スペク  

トルの帰属に使われているが、EFGの非対称パラメータ丁＝こついても 叩椚 は0であるのに対  

し叩e。は大きいことを主張した。町は通常Zeeman効果から求められるが、この種の化合物は  

それに必要な結晶が得にくい。しかし1271核だけはスピンが5／2でⅣqRが2本税刺される  

ので、共鳴周波数の測定だけから叩をe2qqと分離して決定できる。ヨウ化物のNQRは最近漸  

くソ連のグループによって報告された。その結果から真言のように筆者の主張が正しいことが  

証明された。定量的にも理論とよく一致する。X線解析でも両化合物とも deq くd∂X くくdbr の  

関係が満されている。  
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